
【小中学校再編PT】
学校がなくなる地域住民の

想いに寄り添う



小中学校再編の現状
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【小中学校再編の進展】

⇒

【教育環境改善・運営の効率化】

＋

良い点

少子化

教育環境の質向上

学校数減少

学校運営の効率化



小中学校再編の現状
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課題
〇通学距離の増加 〇地域コミュニティの

弱体化

地域のニーズに応じた対応が必要

学校は、

公民館の地域行事を行う場所

避難所等、地域活動の拠点機能

地域のつながりが希薄化

なくなると



学校がなくなる地域住民の

想いに寄り添う



令和5年度 学校運営協議会 会議録
AIによる分析結果
・統廃合を控えた地域住民にとって、学校は単なる教育施設ではない。
「地域存続の象徴」である。

・跡地利用に関する地域住民との議論は、「喪失感」をどのようにケア
し、「新しい地域の核」へさせるかという視点が不可欠である。

・目指すべきは、「学校という形はなくなっても、地域の人々の『生き
がい（子供との接点）』や『安心（防災）』は形を変えてこの場所にあ
る」と実感できること。

「機能継承型の跡地活用」。
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※本スライドは、会議録をもとに検討の補助としてAIを用いて整理したものであり、
市の公式見解を示すものではありません。



先進地視察結果
大分県臼杵市野津町 多世代交流館「のつてらす」
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施設運営概要
・開館日・・・土日祝日（平日は事前申請があった場合のみ開館）
・料金・・・・一般の方が来て遊ぶのは無料。行事などで施設の一部を

占有する場合は有料。
・スタッフ・・シルバー人材センターの職員が3名。

２階外観

写真提供：臼杵市



先進地視察結果
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大分県臼杵市 多世代交流館「のつてらす」

資料提供：臼杵市



8

オープン（令和７年４月
26日）以降７か月間で、
約３万３千人が来場

来場者は子育て世代（30～40代）

18.8%

58.1%

5.7%

6.9%
10.5%

来場者割合

臼杵市

大分市

豊後大野市

佐伯市

その他

「のつてらす」概要
来場者

市民と行政が
一緒に作った施設

乳幼児用の遊具 本

ブロック おもちゃの
乗り物

机 椅子

リユース
市民

閉園した
幼稚園

不
用
品

資料提供：臼杵市



先進地視察結果
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大分県臼杵市 多世代交流館「のつてらす」

2階 乳幼児エリア
フロア一体がクッションマット

無料で遊べるスペース

2階 乳幼児エリア
おもちゃのリユース

写真撮影：今治市（職員）
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先進地視察より
跡地活用

成功のポイント

フルオープン 市民参加

一緒に考える
情報発信



★課題考察
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〇民間活力の活用の仕方

全て民間にまかせる⇒×

官民協働＋市民参画

〇廃校にどの機能を残す

学校がなくなる地域住民

避難所

地域住民の交流

喪失感の緩和

地域に新しい拠点

市民の関心



★達成される今治市の将来像
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持続可能な施設へ

多くの市民が参画

幅広いニーズ ＋ 公共性
公益性

機能を継承した施設へ

多世代交流 ＋ 安心・安全

学校がなくなる地域住民の
想いに寄り添う



★提案
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廃校施設について

施設見学 施設説明 意見交換会

市民アンケート

民間事業提案 廃
校
活
用
の
あ
り
方

検
討
市
民
会
議

廃
校
活
用
方
針

決
定

地
域
住
民

民
間
事
業
者

事
務
局
・
市

事業の進め方

実現可能なものから実施

民間参入も併せて検討

交付金・起債制度
積極的に活用

フルオープン
市民参加



若者Uターン

フレキシブルな
活用

機能継承型学校跡地活用モデル



ご清聴ありがとう

ございました
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